
【地域住民からみた地域の状況】
・地域の団結が強い
・住民間でのつきあいがある
・治安がいい ・人が優しい、温かい
・子ども達からのあいさつが活発
・海の幸、山の幸がある ・みかんがおいしい
・自然が多い ・釣り人が来る
・お試し移住施設（ハイムインゼルごごしま）がある

・交通の便が悪い ・食堂がない
・コミュニティの場がない
・獣害（いのしし）
・空き家が多い
・農業をする若い世帯は通いで来ている（親と同居せずに住める住居があれば移住したい）
・ふれあいタクシーの運転手が少ない（現在、車７台・運転手９名）

・高齢者のみの世帯、高齢者の独居世帯が多い
・身寄りが無い人が多くなった
・足腰が弱るとゴミ捨てや畑のある山に行けない
・子ども、若者が少ない
・公共の交通機関がない ・買い物や通院が不便
・島外への病院（専門科）へ行きづらい
・コミュニティの場がない
・災害発生時の避難補助が必要
・介護保険で利用できる事業所が少ない

構成団体 地区民協・公民館・町内会・各町連絡会

主な取り組み 活動内容

福祉学習の推進 小・中学校と連携し、高齢者サロンと子どもの交流や清掃活動など福
祉学習の推進をしています。

各種団体への支援 島内で活動している様々な団体へ助成し、活動の支援を行っています。

心配ごと相談
地区民協と連携して島内の高齢者宅を訪問し、生活上の心配ごとを聞
いて、必要であれば地域包括支援センターに繋ぐなどの活動を行って
います。

■地区民協
民生委員
主任児童委員

12名
2名

■町内会・自治会・区長会等 9団体
■高齢クラブ 7クラブ
■子ども会 1団体

■まち協の設立 平成 29年度 ■自主防災組織 9組織
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地区
面 積：8.74km²
人 口：1,187人（高齢化率 62.3％）
世帯数：668世帯

【地区の特色】
瀬戸内特有の温暖な気候、人情味溢れる住民、おいしい果物・魚介類など自然にめぐまれた地域

である。最近は特に高齢化・少子化が進んでいる。大変歴史が古い地域で縄文式土器も出土されて
おり、平安時代には無形文化財に指定されている「船踊り」も活発であったと記されている。ま
た、神社、仏閣等、非常に古い時代に建立されており歴史の古さを物語っている。

無形文化財「船踊り」

ふれあいタクシー（過疎地有償運送事業）
島内には公共の交通機関がなく、移動手段のない住民を地域住民

の手で支えるため福祉施設と連携して平成 27年から「ふれあいタ
クシー」の運行を開始しました。現在、車７台、運転手９名で運行
しており、買い物や通院などに年間延べ約 1,240名の利用があり
ます。

興居島地区社会福祉協議会 思いやり 心で結ぶ ごご島の里

＜地区社協が目指すもの＞
現在、島内で運行する「ふれあいタクシー」について、５年先を考えるとボランティア運転手の

確保や利用会員の減少など課題があります。興居島地区にもまちづくり協議会が発足し、地区社協
も役員として参画しているため、部会や他団体と連携し、興居島の島民のためにどうすればよいか
話し合い、島民同士助け合いながら安心して暮らせる町づくりを目指していきたいと考えていま
す。
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離島により人口の減少が進むなかで、市街地では難しい日常的なつながりが世代間等関
係なく形成されているお互いに顔のみえる関係が特徴です。島で暮らしていくためには住
民同士助け合っていかなければならないという思いから、地区社協・地区民協が発起人とな
り、島内の福祉施設が主体となった「ふれあいタクシー（過疎地有償運送事業）」の運行を
始め、地区社協として継続的な運営支援を行っています。高齢者サロンを高齢者のみの場と
するのではなく、学校との連携による世代間交流や福祉教育の場としていたり、高齢者宅訪
問も実際に福祉サービスにつなげているなど、一事業に複数の効果を持たせている活動は
他地区の参考にもなっています。



＜『地域カルテ』の見方＞

①地区の概要
・面積、人口、世帯数、高齢化率は松山市地区別推計人口、また、年齢階層別人口は松山市地
区別年齢別住民基本台帳登録の平成 年４月１日現在のデータを記載しています。

・地区の特徴は松山市公民館連絡協議会ホームページを参考にしています。

②地域住民からみた地域の状況
・研修会のワークショップや会議の意見として、地区社協関係者や民生委員・児童委員をはじ
めとする地域住民の方々から出された内容をまとめて記載しています。

③地区社協の概要と取り組み
・平成 年度現在の各地区社協の活動状況及び地区社協が目指すものを記載しています。

④地区内関係団体データ
■地区民協 平成 年４月１日現在の定数
■まち協の設立 平成 年 月１日現在の設置状況
■町内会等 平成 年度町内会等状況調査（基準日：平成 年 月１日）
■高齢クラブ 松山市高齢クラブ連合会登録数（平成 年 月 日現在）
■子ども会 平成 年度松山市子ども会連合会加入数
■自主防災組織 自主防災組織 地区別結成状況（平成 年 月 日現在）

⑤地域福祉推進のポイント
・聖カタリナ大学 教授 恒吉和徳氏をはじめとする学識経験者の皆様から地域福祉推進に向け
たコメントをいただいております。
《ご協力いただいた聖カタリナ大学の先生方》
教授 田中顕悟氏、准教授 村岡則子氏、准教授 釜野鉄平氏、助教 近藤益代氏

②地域住民からみた
地域の状況

①地区の概要

③地区社協の
概要と取り組み

⑤地域福祉推進の
ポイント

④地区内関係団体データ

掲載情報は随時、追加・更新し、
各地区の地域福祉推進に

活用していきます！
『地域カルテ』とは
日常生活における不安や悩み、生活課題が複雑化する中、私たちが安心して暮らせるまちづくり

に取り組むためには、まずは自分たちが生活する地域を知ることが必要です。自分たちの地域が今
どのような状況にあるのか、いわゆる地域の健康状態の記録（カルテ）を作成することで、その時々
の自分たちの地域の強みや弱みを把握するとともに、地域の魅力や課題を共有することにより、住
民の地域福祉活動への参加意識の醸成と今後の活動の活性化につなげることが可能となります。今
後は小地域ごとに様々な視点から、より詳細な地域分析を行い、それらをもとに地域の特性に応じ
たまちづくりに取り組んでいくものです。
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【地域住民からみた地域の状況】
・住民が少数のため、災害時等の場合には協力体制は強い
・住民がみんな顔見知り
・隣組制度がある ・強い自治組織が確立されている
・地区消防団員の活動が盛ん
・グラウンドゴルフ、クロッケー、ゲートボールの活動が盛ん
・伝統行事を守ろうとする意識が強い ・みかん、魚がおいしい
・畑が借りやすい（移住者を呼び込みやすい） ・移住者が多い

・若者が少ないため新しい行事、活動に取り組む意欲がない
・島を盛り上げたいという一体感がない ・働く場所が無い
・様々な組織の会長、リーダーの高齢化、後継者不足
・民生委員・児童委員、見守り員による活動範囲の制限
・高齢化率が高く、災害時の避難行動が不安 ・休耕地、耕作放棄地が多い
・若者の結婚が少ない
・隣組制度が崩れてきている

・高齢者の数が多い ・女性の高齢者、一人暮らしをする人が増加
・会長、リーダーの高齢化・後継者不足
・跡取り、介護者不足
・若者が住めるための産業がない
・民生委員・児童委員、見守り員の高齢化により活動に制限がある
・海のため、交通が不便
・高齢者の行く場所がない ・島で最期が迎えられない
・高齢者もしてもらうだけではなくできることをするという意識

構成団体
地区民協・公民館・総代会・支所・サロン代表・福祉施設・学識経験者
高齢クラブ連合会・食生活改善推進協議会・ボランティア代表・定住促進会・議員
PTA

主な取り組み 活動内容

給食サービス 70歳以上の１人暮らしの高齢者・要援護世帯の方を対象に、春・秋・
歳末に各地区民生委員が訪問しお弁当を配っています。

健康体操 １日でも長く自立した生活を送ることを目的とし、ストレッチと筋ト
レを行っています。毎週水曜日、参加費は無料です。

サロン事業 いきいきサロン 3ヶ所、地域交流 4ヶ所、地区社協独自 6ヶ所の支援
を継続して実施し、住民の交流の場の促進に努めています。

■地区民協
民生委員
主任児童委員

27名
2名

■町内会・自治会・区長会等 17団体
■高齢クラブ 14クラブ
■子ども会 0団体

■まち協の設立 平成 20年度 ■自主防災組織 17組織

中島
な か じ ま

地区
面 積：37.35 km²
人 口：3,785人（高齢化率 65.4％）
世帯数：2,150世帯

【地区の特色】
瀬戸内海の沖合いに浮かぶ中島は、6つの有人島と 22の無人島から成っており、古くから忽那

諸島と呼ばれ、豪族の忽那氏が瀬戸内海を舞台に活躍した栄華の名残りが今もなお跡をとどめてい
る。温暖な気候と恵まれた自然があふれ、年間を通じて釣りが楽しめるほか、春にはみかんの花が
咲き、夏にはトライアスロン大会や海水浴、秋には黄金色の実が甘い香りが島全体を包んでいる。

夏の風物詩 トライアスロン

中島地区社会福祉大会
関係団体との連携を図りながら住み慣れた地域で誰もが安心して

福祉サービスを利用し、個々の尊厳の保持と自分らしい生活を送る
ことができる地域社会づくりを推進することを目的として毎年開催
しています。参加者の皆様の協力による「伊予柑 1個運動」で
は、東日本大震災の復興支援をきっかけにつながりが続いている福
島県郡山市へ毎年、伊予柑を送っています。

中島地区社会福祉協議会 広げよう ６つの島の 福祉の輪

＜拠点＞ 松山市役所中島支所 2階 TEL：089-997-1822 ／ FAX：089-997-1833

＜地区社協が目指すもの＞
中島地区では急速な少子高齢化や人口減少社会の到来、情報化社会の進展など私たちを取り巻く

社会情勢が大きく変化し、地域コミュニティにおける人間関係が希薄となる中で、児童虐待、引き
こもりや孤独死、さらには高齢者を狙った振り込め詐欺など大きな社会問題が顕在化しています。
そのため、「誰もが笑顔で安心して暮らすことが出来る福祉のまちづくり」を推進していくため

には、色々な社会問題に対し私たち住民自らが主体的に支えあい「自分たちの住む地域は自分たち
で守り創る」という住民意識の醸成と実践が何よりも重要と考えています。
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夏の風物詩となっている中島トライアスロンでは全国からのアスリートを受け入れ、島
全体で盛り上げています。少子高齢化が進む中でこのようなイベントに限らず住民間によ
る災害時の協力体制や地区消防団員の活発な活動など、皆が顔見知りだという点をいかし
た活動が特徴としてあげられます。特に地区社協による給食サービスやサロン事業は高齢
者の孤立化を予防するとともに、人のつながりを維持する基盤になっているといえます。住
民間のつながりをいかして、これからの福祉課題に対処する独自の取り組みへの転換が期
待されています。


